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論 文 内 容 の 要 旨 
リチウムイオン蓄電池は、インサーション材料の組み合わせからなる新しい高エネルギー密度二次
電池である。現在、正極材料にリチウム・コバルト酸化物、負極材料にリチウム・黒鉛層間化合物が












































のキャラクターを明確にしている。また、これらの試料の中でリチウム・ニッケル酸化物に 5 ～ 10
モル％のリチウム・コバルト酸化物を固溶させたリチウム・コバルト・ニッケル酸化物は、現行のリ
チウム・コバルト酸化物に比べて充放電容量が約 1.5 倍の高容量正極材料となることを明らかにして
いる。 
以上のように、本論文の著者は、リチウム・コバルト・ニッケル酸化物の構造、磁性、電気化学的
なキャラクターを解明し、高容量正極材料の可能性を見いだし、それを実証している。これらの研究
成果は無機材料化学および電気化学の発展に寄与するところ大である。よって本論文の著者は博士
（工学）の学位を受ける資格を有するものと認める。 
